
■
ご
挨
拶

は
じ
め
ま
し
て
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

（
途
上
国
で
の
草
の
根
レ
ベ
ル

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
原
さ
つ

き
と
申
し
ま
す
。

２
０
０
９
年
に
埼
玉
大
学
に

入
学
し
、
現
在
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海

外
協
力
隊
と
し
て
、
エ
チ
オ
ピ

ア
と
い
う
国
で
ロ
ー
プ
ポ
ン
プ

（
写
真
参
照
）
と
い
う
簡
易
井

戸
の
普
及
、
衛
生
状
況
の
改
善

の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
プ
ポ
ン
プ
は
、
ハ
ン
ド

ル
を
回
す
と
ロ
ー
プ
に
付
い
た

ピ
ス
ト
ン
が
水
を
持
ち
上
げ
る

と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。穴

を
掘
っ
た
だ
け
の
手
掘
り

井
戸
と
比
べ
て
ゴ
ミ
が
入
り
に

く
く
、
子
ど
も
が
落
ち
る
危
険

性

が

少

な

い

、

比

較

的

安

価

（
２
万
円
程
度
）
で
あ
る
と
い
っ

た
点
が
特
徴
で
す
。

■
エ
チ
オ
ピ
ア
と

活
動
の
ご
紹
介

【
参
加
動
機
】

学
生
時
代
か
ら
「
海
外
で
働

き
た
い
」
「
貧
し
い
人
の
た
め

に
何
か
し
た
い
」
と
漠
然
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
在
学

中
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
たG

l
o
b
a

l
Y
o
u
t
h
(

GY)

と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
英
語
力
を
伸

ば
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
10

か
月
間

の
交
換
留
学
に
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
開
発
の
講
義
を
受

け
、
途
上
国
の
展
望
や
課
題
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。
講
義

で
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
引
っ

張
る
の
は
ア
フ
リ
カ
だ
」
と
い

う
話
を
聞
き
、
実
際
に
ア
フ
リ

カ
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
中
、
途
上
国
で
短

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た

の
で
す
が
、
IT

に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
暮
ら
し
が
よ
く
な
っ

て
い
る
様
子
を
目
に
し
、
卒
業

後
は
IT

ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
企

業
に
就
職
し
ま
し
た
。

仕
事
に
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
、

熱
意
を
も
っ
て
国
際
開
発
を
行

う
人
々
に
出
会
い
、
「
私
も
こ

の
人
た
ち
の
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
に
参

加
し
ま
し
た
。
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ロープポンプ

昨
年
の
埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
講
演
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
一
員
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
で
井
戸
を
掘
る
と

い
う
事
業
を
明
る
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
語
る

原
氏
に
は
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

け
や
き
会
の
仲
間
、
原
さ
つ
き
氏
の
活
躍
を

あ
ら
た
め
て
紙
面
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

首都（アディスアベバ）の様子
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１
総
会
等
の
開
催

（
２
０
１
９
年
６
月
29
日

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
）

２
教
養
学
部
教
育
研
究
支
援
金

（
毎
年
10
万
円
）

３
学
生
顕
彰
「
け
や
き
賞
」

（
本
年
度
よ
り
新
設
，
計
10
万
円

井
上
直
美
さ
ん
・
冨
塚
祐
さ
ん
）

４
大
学
寄
附
講
座
の
開
講

(

講
師
は
学
部
卒
業
生
が
担
当
。
社

会
と
世
界
を
知
る
実
践
的
な
講
義
）

５
学
部
父
母
等
懇
談
会
へ
の
出
席

と
同
窓
会
の
紹
介

６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

７
会
報
「
け
や
き
会
」
の
発
行

８
新
入
生
向
け
の
入
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
製

９
会
費
納
入
促
進
に
よ
る
財
政
基

盤
の
安
定
化

(

生
涯
会
費
３
万
円
、
５
学
部
共
通
）

10
就
職
支
援
活
動

(

学
部
や
大
学
と
連
携
し
た
就
職
活

動
支
援
。
同
窓
生
に
よ
る
就
職
支

援
・
キ
ャ
リ
ア
講
座
「
就
活
ゼ
ミ
」

を
後
援
、
協
力
す
る
。
）

19
年
度
け
や
き
会

活
動
計
画

（

19
年
度
総
会

第
３
号
議
案
・
抜
粋
）

19
年
度
役
員
名
簿

（
19
年
度
総
会

第
５
号
議
案
）

2020年度けやき会総会のお知らせ

PM １：30 開場
PM ２：00 講演会（中牧弘允氏）※講演会は一般市民にも開放されます。

PM ３：30 けやき会総会
PM ４：15 懇親会 （会場：第二食堂職員食堂）

※懇親会会費：4,000円（ただし、現役学生は無料）
※この後、二次会もあります（北浦和駅周辺予定）

多くの方の参加、お待ちしています！！

2020年６月20日(土 )午後 2時～
会場:埼玉大学 大学会館 講堂

記念講演：中牧 弘允氏（1970年教養学部文化人類学コース卒）

演題「暦から解く世界の動き」
講師紹介：東京大学大学院博士課程修了 文化人類学者 宗教学者 国立民族学博物館・総合研究大学院大学名誉教授

吹田市立博物館館長 日本カレンダー暦文化振興協会理事長 千里文化財団理事長

「けやき会」ホームページを見てみよう！
同窓会の情報は、ホームページでもご覧ください。

『埼玉大学 けやき会』

で検索できます。

編
集
後
記

エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
原
氏
の
ご
活
躍
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。
世
界
各
地
・
各
分
野

で
活
躍
す
る
仲
間
の
活
動
、
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
情
報
お
寄
せ
く
だ
さ
い

（
堀
江
）

ス
マ
ホ
な
ら

こ
ち
ら
↓

会報「けやき会」
Vol.18
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【
会
長
】

岡
田

道
程
（
教
養
８
、
76
哲
思
）

【
副
会
長
】

石
田

義
明
（
教
養
７
、
75
国
関
）

吉
野

晃
（
教
養
12
、
80
文
人)

萬
年

拓
郎
（
教
養
17
、
85
国
関)

【
常
任
理
事
】

関
根

増
男
（
教
養
１
、
69
文
人
）

飯
塚

好
（
教
養
５
、
73
文
人)

足
立

創
（
教
養
８
、
76
歴
史)

兼
子

順
（
教
養
９
、
77
日
文)

飯
沼

麻
儀
（
教
養
17
、
85
現
社)

堀
江

誠
（
教
養
13
、
81
哲
思)

中
山(

高
橋)

君
江

（
教
養
20
、
88
地
理)

島
田

満
（
教
養
22
、
90
現
社)

稲
葉

雅
美
（
教
養
24
、
92
哲
思)

平
野

友
紀
（
教
養
26
、
94
現
社
）

石
原

裕
（
教
養
27
、
95
国
関
）

栩
木

誠
（
教
養
２
、
70
中
化
）

※
栩
木
は
大
学
同
窓
会
会
長
兼
務

【
理
事
】

山
野
清
二
郎(

文
理
13
、
65
国
文)

林
野

宏
（
文
理
13
、
65
地
理)

赤
津

光
一
（
教
養
２
、
70
独
文)

井
手

博
（
教
養
３
、
71
国
関)

河
野(

高
須)

真
澄

（
教
養
10
、
78
歴
史)

田
口

美
一
（
教
養
13
、
81
社
シ)

中
嶋

広
国
（
教
養
23
、
91
社
シ)

【
監
事
】

酒
井
憲
太
郎(

教
養
２
、
70
日
文)

武
井

尚(

教
養
２
、
70
日
文)

11
同
期
会
、
専
攻
別
・
地
域
別
同

窓
会
へ
の
支
援

12
常
任
理
事
会
（
９
、
12

、
２
，
４

月
予
定
）

理
事
会
（
６
月
）

開
催

そ
の
他
大
学
同
窓
会
の
活
動
と
し
て

13
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
協
力

14
大
学
同
窓
会
代
議
員
総
会
出
席

15
大
学
同
窓
会
理
事
会
出
席

（
２
か
月
に
１
回
開
催
）



と
が
重
要
だ
と
学
び
ま
し
た
。

■
活
動
場
所
か
ら
の
撤
退

も
う
ひ
と
つ
印
象
に
残
る
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
治
安
の
問

題
に
よ
り
活
動
場
所
だ
っ
た
シ

ダ
マ
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
で
す
。

き
っ
か
け
は
シ
ダ
マ
に
住
ん

で
い
る
人
々
が
、
こ
れ
ま
で
の

県
レ
ベ
ル
の
行
政
構
造
か
ら
州

へ
の
格
上
げ
を
希
望
し
た
運
動

を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
州
に
な

る
と
、
税
収
や
シ
ダ
マ
語
の
公

用
化
な
ど
大
き
な
自
治
権
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
運
動
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
、
シ
ダ
マ
民
族
の
若
者
が
シ

ダ
マ
で
な
い
民
族
に
対
し
「
お

前
た
ち
は
出
て
い
け
」
と
攻
撃

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
は
80

以
上
の
民

族
が
暮
ら
す
多
民
族
国
家
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
固
有
の
言

語
や
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。

シ
ダ
マ
民
族
が
自
分
達
の
こ
と

を
自
分
達
で
決
め
て
い
く
こ
と

は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

た
だ
、
行
政
が
機
能
し
な
く
な
っ

た
り
、
住
民
同
士
の
関
係
が
ぎ

く
し
ゃ
く
し
た
り
と
、
政
治
が

暮
ら
し
に
大
き
く
影
響
す
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

■
最
後
に

２
０
２
０
年
の
１
月
に
活
動

が
終
了
し
ま
す
が
、
エ
チ
オ
ピ

ア
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。信

頼
で
き
る
同
僚
に
出
会
え

た
こ
と
、
家
族
を
大
事
に
す
る

文
化
や
自
給
自
足
の
豊
か
な
暮

ら
し
な
ど
で
す
。

水
局
の
同
僚
以
外
に
も
、
下

宿
先
の
大
家
さ
ん
一
家
、
近
所

の
子
ど
も
達
な
ど
様
々
な
と
こ

ろ
で
の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
し

た
。一

方
で
、
エ
チ
オ
ピ
ア
が
抱

え
る
課
題
や
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の

仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
な
ど
、

日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
活
動
を
通
じ
て
、
お
金

や
物
質
の
支
援
以
上
に
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
重
要
だ
と
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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村の女性たちと

会
報

け
や
き
会
２
０
２
０

目

次

特
別
寄
稿

原

さ
つ
き
氏

１

会
長
あ
い
さ
つ

４

学
部
長
あ
い
さ
つ

５

同
窓
生
か
ら

６

峰
崎

進
氏

佐
々
木
亜
希
子
氏

第
一
回
け
や
き
賞

８

冨
塚

祐
氏

井
上

直
美
氏

現
役
生
か
ら

９

宮
本

日
向
子
氏

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

11

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

け
や
き
会
の
就
活
支
援

13

19
年
度
講
演
会
報
告

14

19
年
度
総
会
報
告

15

20
年
度
総
会
お
知
ら
せ

16

壊されたレストラン

燃やされた車

水局の同僚と（右下が原氏）活動場所（水局）の同僚とその家族

町の様子

支
援
＆
進
路
相
談
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
「
OB
OG
交
流
会
」

は
今
後
、
4
／
12(

日)

、
7
／

12(
日)
、
12
／
13(

日)

に
も
開

催
予
定
で
す
。

３
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

①
OB
OG
に
よ
る
就
活
支
援

②
OB
OG
交
流
会

③
同
窓
会
活
動
を
、
10

年
単
位

で
末
永
く
継
続
し
て
も
ら
う

事
で
す
。

教
養
学
部
生
、
埼
大
生
は
非

常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
為
、

学
生
同
士
で
協
力
し
合
う
事
が

で
き
れ
ば
、
必
ず
志
望
進
路
を

実
現
で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

以
下
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

◆
30
代
～
80
代
の
OB
OG

・
OB
OG
訪
問
の
受
け
入
れ

・[

就
活
ゼ
ミ]

活
動
へ
の
寄
付

◆
20
代
～
30
代
の
OB
OG

・[

就
活
ゼ
ミ]

の
実
際
の
運
営

・
就
活
生
へ
の
就
活
ア
ド
バ
イ

ス
◆
就
活
生

・
自
身
の
就
活
に
全
力
で
取
り

組
む

・
無
事
内
定
し
た
ら
、
下
の
世

代
の
後
輩
の
就
活
支
援

皆

様

の

お

力

を

お

借

り

し

な

が

ら

、

上

記

の

シ

ス

テ
ム(

体
制)

を
構
築
し
た
い
で
す
。

４
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

最
後
に
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

で
す
。

け
や
き
会
＆
就
活
ゼ
ミ
に
て
、

後
輩
へ
の
就
活
支
援
を
10

年
単

位
で
末
永
く
継
続
し
て
も
ら
う

為
に
、
以
下
の
3
点
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
何
か
協
力
で
き
る
事
が
あ
れ

ば
、
石
澤
へ
遠
慮
な
く
、
ご

一
報
下
さ
い
。

②
所
属
さ
れ
て
い
る
会
社
の
人

事
部

採
用
部
門
へ
の
埼
大

生
の
採
用
働
き
か
け

③
以
下
の
、[
就
活
ゼ
ミ]

銀
行

口
座
へ
の
活
動
費
寄
付

教
養
学
部
生
を
中
心
と
し
た

埼
大
生
、
卒
業
生
の
皆
様
、
教

養
学
部
、
埼
玉
大
学
の
全
て
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
10

年
単
位

で
末
永
く
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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2 0 1 9 年 度 け や き 会 講 演 会 報 告

2019年6月29日(土）けやき会総会と同時に恒例の記念講演会も開催されました。

今回は、69年文人卒の渡辺欣雄氏(東京都立大学名誉教授）が
講演を行い、多くの一般市民も参加されました。

【講演会概要】

風水思想は7世紀に百済から日本にもたらされました。以来、その

思想が藤原京、平城京、平安京などの古代都市建設の環境アセスメン

トの知識として用いられたこと、また社寺・邸宅建設に先立ってのア

セスメントや見立ての判断に用いられたことなど、氏が永年のフィー

ルドワークで蓄積した豊富な資料を駆使し、今日の日本の景観に風水

思想が与えた様々な影響を詳しく、かつ分かりやすく説いていただき

ました。この講演は一般市民にも開放され、当日はたくさんの市民の

方もこの貴重な講演会に参加されました。

講演会 渡邊欣雄氏

【「就活ゼミ」活動に寄付のお願い】
この活動を支えるため皆さんの支援をお願いします！

銀行名：埼玉りそな銀行 北浦和西口支店

店番：349 科目：普通 口座番号：4534302

名義：埼玉大学教養学部同窓会 けやき会
（なまえ：サイタマダイガクキョウヨウガクブドウソウカイ）

※上記口座は、「就活ゼミ」専用の口座です。厳正に管理しなが

ら後輩の為に、活用させて頂き、適時、けやき会として活動報告
いたします。

交流会進行役の石澤

【石澤連絡先】

けやき会「就活ゼミ」
実行委員長

石澤 和也

(国際関係論専攻 2010年卒)

Email：
kazuyaishizawa@gmail.com

TEL：090-3640-4277

LINE ID：kazuyaishizawa

【ＯＢＯＧ訪問等ご協力のお願い】
企業・公共団体などで就職相談会、も

しくは在学生のＯＢ・ＯＧ訪問の際に、
相談に乗っていただける方、ぜひ情報を

お寄せください。
ご協力いただける方、当会報と同封の

総会案内葉書の裏面のアンケートにてお
申し出ください。または、「けやき会ホー

ムページへメールでお知らせください。



本
年
４
月
よ
り
、
埼
玉
大
学

教
養
学
部
長
と
な
る
に
当
た
り
、

け
や
き
会
の
皆
さ
ま
に
一
言
ご

挨
拶
す
べ
く
、
筆
を
執
り
ま
し

た
。私

は
１
９
９
７
年
10

月
に
埼

玉
大
学
に
赴
任
し
ま
し
た
。
で

す
の
で
、
も
う
23

年
も
教
養
学

部

で

教

え

て

い

る

わ

け

で

、

「
時
の
速
さ
に
驚
く
」
と
い
う

言
葉
に
も
月
並
み
以
上
の
実
感

が
あ
り
ま
す
。
学
部
長
の
よ
う

な
役
回
り
も
仕
方
な
い
の
か
な
、

と
い
う
気
持
で
お
引
き
受
け
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
よ
～
く
ご

存
知
の
通
り
、
教
養
学
部
の
先

生
方
は
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
自
由
な

方
が
多
い
の
で
、
「
や
っ
て
い

け
る
の
か
な
あ
」
と
い
う
不
安
、

も
と
い
期
待
に
満
ち
た
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

け
や
き
会
の
理
事
の
皆
さ
ま

と
は
昔
か
ら
お
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
第
二

代
会
長
の
武
井
さ
ん
、
前
会
長

の
栩
木
さ
ん
、
現
会
長
の
岡
田

さ
ん
を
始
め
、
じ
つ
に
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

な
か
で
も
印
象
深
い
の
は
、

栩
木
さ
ん
と
関
根
さ
ん
（
事
務

局
長
）
と
始
め
た
教
養
学
部
寄

附
講
義
「
経
済
事
情
」
で
し
ょ

う
か
。
今
で
は
も
う
、
学
部
の

看
板
科
目
の
一
つ
と
な
り
、
他

学
部
か
ら
も
多
く
の
学
生
が
受

け
に
来
て
い
ま
す
。

「
後
期
の
金
曜
三
限
」
が
定

位
置
で
、
毎
週
、
卒
業
生
の
方

が
い
ら
し
て
、
大
学
で
の
学
び

と
実
社
会
の
結
び
つ
き
に
つ
い

て
、
実
体
験
に
基
づ
く
、
広
い

視
野
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

人
文
社
会
系
の
学
問
は
実
社

会
と
の
分
か
り
や
す
い
接
点
が

見
え
に
く
く
、
そ
の
点
を
も
ど

か
し
く
（
あ
る
い
は
不
安
に
）

感
じ
る
現
役
学
生
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
と
っ
て
、

実
社
会
で
活
躍
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
と
世
代
の
先
輩
方
の

お
話
は
、
貴
重
な
教
え
と
な
り
、

エ
ー
ル
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

講
師
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ

る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、

長
年
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

お
務
め
い
た
だ
い
て
い
る
栩
木

さ
ん
に
は
感
謝
の
言
葉
も
あ
り

ま
せ
ん
。

岡
田
会
長
に
は
、
就
職
支
援

に
つ
い
て
特
に
力
を
入
れ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
け
や
き
会
と

教
養
学
部
の
協
力
関
係
が
新
し

い
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
印
象

を
強
く
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
労
働
力
不
足
か
ら

「
売
り
手
市
場
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、

学
生
に
と
っ
て
就
職
活
動
の
不

安
と
困
難
が
減
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
学
部
三
年
の
秋
ご
ろ
か

ら

学

生

た

ち

の

表

情

に

緊

張

感

が

増

し

て

い

く

の

が

見

て

取

れ

ま

す

。

そ

う
し
た
中
、
先
輩
た
ち
が
就
職

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

の
は
心
強
い
こ
と
で
す
。

け
や
き
会
が
近
年
精
力
的
に
、

就
職
講
座
や
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
交
流
会
、

卒
業
生
訪
問
な
ど
を
組
織
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学

部
と
し
て
も
大
学
と
し
て
も
あ

り
が
た
い
限
り
で
す
。

以
上
、
学
部
側
の
視
点
か
ら

け
や
き
会
と
の
お
付
合
い
に
つ

い
て
お
話
し
ま
し
た
。
た
だ
、

卒
業
生
と
教
師
の
つ
な
が
り
に

は
も
っ
と
個
人
的
な
レ
ベ
ル
も

あ
り
ま
す
。

か
つ
て
の
教
え
子
か
ら
時
々

メ
ー
ル
や
手
紙
を
も
ら
う
の
は

嬉
し
い
こ
と
で
、
教
師
稼
業
だ

け
が
味
わ
え
る
喜
び
で
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
「
個

人
ベ
ー
ス
」
の
つ
な
が
り
も
、

年
月
を
経
て
豊
か
に
育
て
ば
よ

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
授
業
の
よ
う
に
と
り
と

め
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
け
や

き
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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学
部
長
あ
い
さ
つ

教
養
学
部
長

野
中

進

暦から解く世界の動き
「暦やカレンダーを単なる暦法ではなく、世界を映す

鏡、あるいは世界の動向を解くツールとしてとらえ、
古今東西の多様な文化や文明を比較するための有効な
手段にしたいと考えています。

2020年6月20日(土)PM2:00～
埼玉大学 大学会館講堂

講演：中牧 弘允（なかまき ひろちか）氏
（70年教養学部文化人類学コース卒）

東京大学大学院博士課程修了 文化人類学者 宗教学者
国立民族学博物館・総合研究大学院大学名誉教授
吹田市立博物館館長 日本カレンダー暦文化振興協会理事長 千里文化財団理事長

春分から1年がはじまる
イラン暦

北朝鮮のカレンダー

2020年度けやき会総会

記念講演会

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ

デ
ン
ス
は
、
留
学
生
２
名
と
日

本
人
学
生
１
名
が
３
人
用
シ
ェ

ア
ユ
ニ
ッ
ト
で
共
同
生
活
を
し
、

計
84
名
の
入
居
が
可
能
で
す
。

今
後
、
多
様
な
価
値
観
を
持

つ

留

学

生

と

日

本

人

学

生

が

、

日

常

生

活

で

の

様

々

な

交

流

を

通

し

て

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

異
文
化
適
応
な
ど
新
た
な
可
能

性
を
開
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

教
養
学
部
の
専
門
科
目
「I

n
t

r
o
d
u
c
t
i
o
n

t
o

J
a
p
a
n
e
s
e

C
u
l

t
u
r
e

」
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

埼
玉
大
学
フ
ェ
ロ
ー

加
藤

基

氏
）
は
、
協
定
校
へ
の
留
学
を

目
指
し
て
い
る
学
生
と
協
定
校

か
ら
の
留
学
生
を
主
な
対
象
と

し
て
お
り
国
際
共
修
授
業
と
し

て
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
19
日(

木)

の
授
業
で
は
、

平
成
24

年
度
文
化
庁
文
化
交
流

使
を
務
め
ら
れ
、
東
京
２
０
２

０
競
技
大
会
招
致
活
動
や
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
Ｇ
７
各
国
首
脳

陣
へ
の
謁
見
演
奏
等
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
榎
戸
二
幸
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、
「
世
界
の
人
々

を
結
ぶ
箏
曲
の
調
べ
」
と
題
し

た
講
義
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
箏
の
歴
史
や
組

み
立
て
方
、
生
田
流
・
山
田
流

の
違
い
等
を
説
明
い
た
だ
い
た

後
、
約
４
０
０
年
前
に
作
曲
さ

れ
た
箏
曲
「
六
段
の
調
べ
」
や
、

宮
城
道
雄
作
曲
の
箏
曲
「
水
の

変
態
」
等
を
演
奏
い
た
だ
き
、

古
典
的
～
現
代
的
な
箏
曲
を
楽

し
み
ま
し
た
。

地
理
学
研
究
室

『
菅
野
先
生
を
囲
む
会
』

地
理
研

「
プ
レ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
I?

」

実
施
!!

去
る
２
０
１
９
年
８
月
31

日

（
土
）
、
稲
葉
さ
ん
の
音
頭
で
、

「
プ
レ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
称
し
て
、

地
理
学
研
究

室
教
授
の
菅

野
先
生
を
囲

む
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

遠
く
は
群

馬
県
か
ら
２

名
、
関
東
に
住
む
計
８
名
が
浦

和
駅
西
口
の
和
食
店
に
集
い
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
以
来
４
年

ぶ
り
の
開
催
で
、
各
々
近
況
報

告
を
交
え
、
い
ろ
い
ろ
な
話
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
今
年
本
番
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
後
に
実
施
予
定
で
す
！

（
中
山

君
江
・
88
地
理
）

８
７
年
入
学
同
期
集
合
！

令
和
最
初
の
夏
、
一
九
八
七
年

入
学
の
同
期
で
集
ま
り
ま
し
た
。

会
場
は
同
期
Ｃ
ｏ
ｍ
ｙ
の
店
、

西
荻
窪
ソ
ー
ヤ
カ
フ
ェ
で
す
。

卒
業
年
が
前
後
す
る
者
も
居
る

た
め
、
私
た
ち
は
入
学
年
で
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
も
就

職
先
も
住
ま
い
も
バ
ラ
バ
ラ
で

す
が
、
会
え
ば
あ
の
頃
の
愛
称

で
呼
び
合
う
、
気
の
置
け
な
い

仲
間
た
ち
で
す
。

（
稲
葉

雅
美
・
92
哲
思)

熊
谷
市
日
本
最
高
気
温

奪
取
記
念
同
期
会

７
月
23

日
に
熊
谷
市
が
日
本

最
高
気
温
「
41

・
1
度
」
を
記

録
し
た
こ
と
で
、
熊
谷
市
在
住

の
海
老
原
正
一
君(

旧
姓
高
橋)

が
幹
事
に
な
り
、
交
通
の
便
の

良
い
東
京
駅
周
辺
で
集
合
。
家

族
の
病
気
や
、
仕
事
な
ど
で
数

名

の

欠

席

が

あ

っ

た

も

の

の

、

8

人

が

集

ま

っ

た

。

次

回

は

、

メ

ー

ル

の

拡

散

力

を

利
用
し
て
、

多

く

の

同

期

に

拡

げ

た
い
。

（
高
橋

信
義

77
卒
）
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1階に設けられた交流スペース

インターナショナルレジデンス外観

世
界
の
人
々
を
結
ぶ
箏
曲
の
調
べ

教
養
学
部
国
際
共
修
授
業

「Introduction
to

Japanese
Culture

」

ミ
ニ
同
窓
会
報
告

ミ
ニ
同
窓
会
に

補
助
金
を
支
援
！

８
名
以
上
の
同
窓
生
の
集
ま
り

に
け
や
き
会
よ
り
１
万
円
補
助

し
ま
す
。
同
期
生
や
先
生
を
囲

む
会
な
ど
企
画
し
て
、
同
窓
生

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
ま
し
ょ

う
！

※
補
助
金
申
請
に
つ
い
て
は
事
務
局
へ

メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
地
で
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
・

ミ
ニ
同
窓
会
の
報
告
で
す
！

み
ん
な
元
気
で
す
か
？

訃

報

２
０
１
９
年
10
月
16
日
ご
逝
去

中
川

聡
史
先
生
（
地
理
学
）

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す



現
在
、
全
国
に
十
数
名
し
か

い
な
い
「
活
動
写
真
弁
士
」
。

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
12

月
に
公
開
さ
れ
た
周
防
正
行
監

督
の
映
画
『
カ
ツ
ベ
ン
！
』
は
、

無
声
映
画
期
に
活
躍
し
た
映
画

説
明
者
「
活
動
写
真
弁
士
」
を

描
い
た
、
笑
い
あ
り
人
情
あ
り

の
傑
作
活
劇
で
し
た
。

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
無
声
映
画
に
ラ
イ

ブ
で
語
り
を
つ
け
る
こ
の
「
活

弁
」
は
、
古
く
か
ら
語
り
芸
が

定
着
し
て
い
た
日
本
独
特
の
文

化
で
す
。

私
は
２
０
０
０
年
12

月
に
活

動
弁
士
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
全

国
各
地
の
映
画
祭
や
地
域
、
学

校
公
演
等
、
こ
れ
ま
で
約
２
０

０
作
品
の
無
声
映
画
、
１
０
０

０
回
以
上
の
活
弁
公
演
に
出
演

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

た
だ
、
大
学
時
代
か
ら
「
活

動
弁
士
」
に
な
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

芸
術
、
芸
能
、
文
学
、
哲
学
等

が
好
き
で
、
漠
然
と
何
か
自
分

な
り
の
表
現
を
仕
事
に
し
た
い

と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、

具
体
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。教

養
学
部
教
養
学
科
で
イ
ギ

リ
ス
コ
ー
ス
を
専
修
、
当
時
の

教
養
学
部
の
特
性
を
活
用
し
、

片
っ
ぱ
し
か
ら
興
味
の
あ
る
講

座
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
コ
ー
ス
の
研
究
室

に
入
り
浸
り
、
仏
文
、
独
文
、

日
文
、
自
由
研
究
、
哲
学
等
他

コ
ー
ス
の
部
屋
に
も
よ
く
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

５
階
資
料
室
に
は
青
木
啓
子

さ
ん
と
い
う
マ
ド
ン
ナ
が
い
ら

し
て
、
コ
ー
ス
を
越
え
た
教
授

た
ち
が
よ
く
青
木
さ
ん
目
当
て

に
集
っ
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
て

お
り
（
今
は
ま
っ
た
く
そ
ん
な

雰
囲
気
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
）
、
な
ぜ
か
よ
く
そ
こ
に
混

じ
っ
て
勉
強
？
さ
せ
て
頂
い
た

も
の
で
す
。

19

世
紀
末
か
ら
20

世
紀
初
頭

の
各
国
の
文
学
・
文
化
を
さ
ま

ざ
ま
か
じ
り
ま
し
た
が
、
今
活

動
弁
士
に
な
っ
て
、
そ
の
時
代

の
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
と
日
々
向

き
合
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
不

思
議
な
も
の
で
す
。

し
か
し
何
よ
り
の
財
産
は
、

友
人
や
先
生
た
ち
と
の
繋
が
り

で
す
。
今
も
ラ
イ
ン
で
や
り
取

り
す
る
同
期
、
た
ま
に
集
ま
っ

て
ワ
イ
ワ
イ
や
れ
る
仲
間
、
活

弁
を
応
援
し
て
く
れ
る
友
人
た

ち
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
た

ち
も
時
折
鑑
賞
下
さ
り
、
感
謝

に
絶
え
ま
せ
ん
。

サ
ー
ク
ル
は
、
「
硬
式
テ
ニ

ス
を
楽
し
む
会
」
。
通
称
「
硬

楽
会
」
で
し
た
。
多
く
の
テ
ニ

ス
サ
ー
ク
ル
の
中
で
も
練
習
熱

心
な
準
体
育
会
系
で
し
た
が
、

私
は
飲
み
会
が
中
心
、
ま
じ
め

に
テ
ニ
ス
を
し
た
の
は
合
宿
く

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
で
も
先
輩
後
輩
と
繋
が
っ

て
い
て
、
こ
ち
ら
も
埼
玉
大
学

が
く
れ
た
大
き
な
宝
で
す
。

大
学
時
代
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
浦
和
放

送
局
で
バ
イ
ト
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
卒
業
後
は
故
郷
Ｎ
Ｈ

Ｋ
山
形
で
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し

て
３
年
間
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

そ
の
後
埼
玉
に
舞
い
戻
り
、

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
し
て
い
た
と
き
に
「
活
弁
」

に
出
会
い
傾
倒
。
翌
年
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、
弁
士

生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

最
初
に
「
こ
の
芸
能
は
教
育

や
福
祉
の
分
野
で
も
活
き
る
！
」

と
直
感
し
た
と
お
り
、
現
在
、

こ
ど
も
た
ち
へ
の
活
弁
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
学
校
公
演
、
視
覚

障
害
者
も
楽
し
め
る
映
画
音
声

ガ
イ
ド
な
ど
、
活
弁
を
活
か
し

た
幅
広
い
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
『
カ
ツ
ベ
ン
！
』

や
『
君
の
名
は
。
』
（
新
開
誠

監
督
）
な
ど
の
音
声
ガ
イ
ド
も

手
掛
け
ま
し
た
。

昨
年
12

月
に
は
人
生
初
の
著

書
「
カ
ツ
ベ
ン
っ
て
お
も
し
ろ

い
！
現
代
に
生
き
る
エ
ン
タ
ー

テ

イ

ン

メ

ン

ト

『

活

弁

』

」

（
論
創
社
）
を
上
梓
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

活
動
弁
士
に
な
っ
た
い
き
さ

つ
や
映
画
史
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
、
「
活
弁
」
と
い
う
話
芸
や

「
無
声
映
画
」
の
魅
力
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
が
、
出
版
で
き

た
の
も
、
埼
玉
大
学
教
養
学
部

の
先
輩
で
あ
る
編
集
者
志
賀
信

夫
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
作
品
の
活
弁

を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
卒
論
の
担
当
教
官
新
妻
昭
彦

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
し
、

小
津
安
二
郎
縁
の
宿
茅
ヶ
崎
館

で
公
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
仏
文
の
仲
間
た
ち
が
き
っ
か

け
。
埼
玉
大
学
が
く
れ
た
知
識
、

経
験
、
そ
し
て
ご
縁
が
、
私
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
古
く

て
新
し
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
「
活
弁
」
、
毎
月
シ
ネ
マ
ー

ト
新
宿
で
上
演
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。
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活
動
弁
士
20
周
年

埼
玉
大
学
が

も
た
ら
し
て
く
れ
た
宝

佐
々
木

亜
希
子

（
95
年
卒
・
イ
ギ
リ
ス
コ
ー
ス
）

る
の
で
は
な
く
、
「
ど
ん
な
本

を
読
ん
で
、
内
容
を
ど
う
解
釈

し
た
か
」
や
、
新
し
い
引
き
出

し
を
提
供
し
て
く
れ
る
祖
父
が

い
た
お
か
げ
で
、
大
学
で
日
本

の
文
化
を
学
び
た
い
と
思
う
下

地
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。

高
校
生
に
な
る
と
、
小
中
学

生
の
こ
ろ
と
は
違
っ
て
、
趣
味

に
つ
い
て
語
ら
え
る
友
人
が
増

え
た
。
そ
れ
で
も
祖
父
に
は
読

ん
だ
本
や
学
ん
だ
こ
と
を
自
慢

し
て
い
た
。
誰
よ
り
も
祖
父
が

褒
め
て
く
れ
た
か
ら
。

高
校
二
年
生
の
頃
だ
っ
た
ろ

う
か
、
祖
父
は
一
本
の
万
年
筆

を
私
に
譲
っ
て
く
れ
た
。
退
職

か
何
か
の
記
念
に
、
キ
ャ
ッ
プ

に
祖
父
の
名
前
が
刻
ん
で
あ
る

も
の
。
そ
の
当
時
の
私
は
、
漱

石
を
は
じ
め
と
し
た
名
だ
た
る

文
豪
が
使
っ
た
と
い
う
高
級
筆

記
具
、
万
年
筆
に
憧
れ
を
抱
い

て
い
た
。
色
々
調
べ
て
み
た
も

の
の
、
彼
ら
が
使
っ
た
よ
う
な

ニ
ブ
に
金
が
使
わ
れ
た
も
の
は
、

月
の
お
小
遣
い
が
５
０
０
０
円

の
高
校
生
に
は
到
底
手
の
届
か

な
い
代
物
だ
っ
た
。

ま
さ
に
棚
か
ら
牡
丹
餅
。
イ

ン
ク
が
乾
き
き
っ
て
い
た
が
、

幸
い
に
も
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と

お
り
に
一
晩
ぬ
る
ま
湯
に
浸
け

て
お
い
た
ら
問
題
な
く
筆
記
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
め
て

線
を
引
い
た
時
の
感
動
た
る
や
。

そ
の
滑
ら
か
さ
と
、
イ
ン
ク
の

濃
淡
の
美
し
さ
た
る
や
。
彼
ら

も
万
年
筆
で
原
稿
を
書
い
た
わ

け
だ
、
と
独
り
ご
ち
た
。

そ
の
日
か
ら
私
は
、
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
書
類
や
、
テ
ス
ト
以
外
は
、

基
本
的
に
万
年
筆
を
使
う
よ
う

に
な
っ
た
。
１
日
で
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
空
に
す
る
日
も

あ
っ
た
。
万
年
筆
を

使
っ
て
、
人
真
似
で

書
い
た
季
節
の
花
の

絵
ハ
ガ
キ
な
ん
か
を
、

祖
父
は
え
ら
く
褒
め

て
く
れ
た
。

製
造
か
ら
20

年
ほ
ど
た
っ
て

い
た
万
年
筆
は
、
徐
々
に
劣
化

し
て
い
っ
た
。
キ
ャ
ッ
プ
の
内

部
部
品
が
割
れ
、
そ
の
せ
い
で

ペ
ン
先
も
歪
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
祖
父
が
病
に
倒
れ
、

入
院
し
た
。
高
校
三
年
生
、
受

験
の
年
だ
っ
た
。
見
舞
い
に
行

く
た
び
に
祖
父
は
、
私
が
来
た

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
た
。
ど
ん

な
に
弱
っ
て
も
、
祖
父
の
手
は

温
か
く
、
力
強
か
っ
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

11
月
の
あ
る
朝
、
電
話
が
鳴
っ

た
。
病
院
か
ら
だ
っ
た
。
母
と

と
も
に
駆
け
付
け
た
私
が
見
た

の
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
横

た
え
ら
れ
た
祖
父
と
、
横
一
文

字
の
線
が
表
示
さ
れ
た
機
械
、

祖
父
に
寄
り
添
い
涙
を
流
す
祖

母
。
祖
父
は
ま
だ
温
か
か
っ
た
。

初
め
て
の
近
し
い
人
の
死
だ
と

い
う
の
に
、
涙
は
出
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
翌
日
か
ら
始

ま
る
卒
業
試
験
を
ど
う
す
る
か
、

な
ん
て
考
え
て
い
た
。
そ
の
卒

業
試
験
を
休
め
ず
、
葬
式
に
は

出
ら
れ
な
か
っ
た
。
試
験
を
終

え
て
戻
る
私
を
待
っ
て
、
出
棺

し
た
。
高
校
が
仏
教
校
だ
っ
た

の
で
、
読
ま
れ
た
お
経
の
い
く

つ
か
を
諳
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
を
、

祖
父
は
褒
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
た
。

大
学
生
に
な
っ
て
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
た
の
で
自
由
に
で

き
る
お
金
も
い
く
ら
か
増
え
た
。

祖
父
の
万
年
筆
は
、
メ
ー
カ
ー

に
修
理
を
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
別
の
万
年
筆
を
数
本
収

集
す
る
に
至
っ
た
。
ど
れ
も
い

い
ペ
ン
だ
け
れ
ど
、
や
は
り
祖

父
の
万
年
筆
に
は
勝
て
な
い
と

感
じ
た
。

そ
の
う
ち
、
万
年
筆
愛
好
家

の
集
ま
る
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
年

の
近
い
人
は
い
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
そ
こ
に
い
た
人
々
と
話
す

の
は
、
昔
祖
父
と
話
し
た
時
の

感
覚
に
似
て
い
て
ど
こ
か
懐
か

し
か
っ
た
。
祖
父
の
万
年
筆
に

つ
い
て
話
す
と
、
親
切
に
も
修

理
で
き
る
方
を
紹
介
し
て
く
れ

た
。
こ
と
し
の
早
秋
、
見
事
に

万
年
筆
は
修
理
さ
れ
た
。

祖
父
が
私
と
い
う
人
間
の
個

性
や
趣
味
に
与
え
た
影
響
は
、

両
親
に
負
け
ず
と
も
劣
ら
な
い

ほ
ど
多
い
と
思
う
。
今
大
学
で

こ
う
し
て
日
本
の
文
学
を
学
ん

で
い
る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
祖

父
の
お
蔭
だ
し
、
先
述
し
た
祖

父
の
万
年
筆
も
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
私
の
道
楽
の
一
つ
と
な

り
、
一
度
壊
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
の
、
同
好
の
士
と
の
縁
の
中

で
無
事
修
理
さ
れ
、
今
こ
う
し

て
私
が
文
章
を
書
く
に
至
っ
て

い
る
。
孫
は
お
ろ
か
、
子
供
を

持
つ
日
が
来
る
か
も
わ
か
ら
な

い
が
、
い
つ
か
私
も
祖
父
の
よ

う
に
教
養
あ
る
優
し
い
人
間
に

な
り
た
い
と
思
う
。

大
学
の
合
格
も
、
成
人
式
も
、

講
義
で
学
ん
だ
面
白
い
話
も
、

直
接
話
す
こ
と
が
か
な
わ
な
い

祖
父
。
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
の

が
夢
だ
と
い
つ
か
言
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
も
叶
わ
ぬ
ま
ま
逝
っ

て
し
ま
っ
た
。

50
年
以
上
先
に

な
る
こ
と
を
祈

る
が
、
い
つ
か

天
国
で
祖
父
に

自
慢
話
を
し
な

が
ら
酌
み
交
わ

し
た
い
。
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■
日
程

２
０
２
０
年
５
月
20
日
（
水
）

■
場
所

大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
第
1
組

８
時
半
ス
タ
ー
ト
）

■
交
通

川
越
線(

埼
京
線)

指
扇
駅
北
口
よ
り

ク
ラ
ブ
バ
ス
で
５
分

第１４回むつめゴルフ会

む つめゴルフ会

のFA CEBOO Kはこ

ちら

←（大会情報も）

２
０
０
６
年
に

発
足
し
た
む
つ
め

ゴ
ル
フ
会
は
全
５

学
部
卒
業
生
、
教

職
員
の
参
加
を
得

て
今
年
で
14
回
目
。

本
年
２
０
２
０
年

の
ゴ
ル
フ
会
を
下

記
要
綱
に
て
開
催

し
ま
す
。
例
年
の

10

月
は
気
候
変
動

の
影
響
で
中
止
に

な
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
リ
ス
ク
の

少
な
い
５
月
に
変

更
し
ま
し
た
。

※筆者の宮本さんは
昨年のホームカミング
デーの歓迎会・懇親会
で司会を担当しました。
←お写真はこちら！

今回は、本紙発行日の関係で参加申込に間に合いません。

ご容赦ください。次回以降の情報は、左記のFACEBOOK等

でご確認ください。(編集部）


